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モデルの説明
Zd上の各サイトは，0, 1, 2 の３状態をとる．0 は空地に，1 は被食者，2 は捕食者に対

応する．このモデルは {0, 1, 2}Zd

に値をとる連続時間のマルコフ過程で，ダイナミクスは以
下で与えられる．
(Rule 1) 0 → 1 遷移率 　β × n(1)
(Rule 2) 1 → 2 遷移率 α × n(2)
(Rule 3) 2 → 0 遷移率 1 　
ただし α, β ≥ 0 , n(1), n(2)は,それぞれ着目しているサイトの最近接の状態１，２の数を
表す．

このモデルに関して，以下のことが知られている．Tainaka and Fukazawa [1] は，平
均場近似，及びモンテカルロ・シミュレーションの解析を行っている．また，Tainaka [2] は，
さらに平均場近似，ペア近似，モンテカルロ・シミュレーションによって解析し，特に本研究
の関係で述べれば，Harris-FKG 不等式の特別な場合について，その成立-不成立に関して
モンテカルロ・シミュレーションによって検討している．最近では，Andjel and Schinazi
[3]は，１次元のときに共存は起こらないことを証明した．このように，２次元以上の場合に
は，共存-非共存領域に関して，厳密に示されていることは殆どない状況であり，本研究の目
的は，例えば２次元の場合に共存領域が存在することを証明することである．

研究方法
上記の研究結果に対して，本研究では平均場近似，ペア近似，そしてモンテカルロ・シ

ミュレーションにより精緻な相図の作成をまず行う．また，Tainaka [2] の結果を踏まえ，
Harris-FKG タイプだけでなく，BFKL タイプ [4] の相関不等式についても，それらの成
立-不成立について検討をする．以上の結果をもとに，共存領域の数学的証明を試みたい．
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